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あいさつ 
 

 
新型コロナウィルス感染症拡大、国際情勢の変化、猛暑の到来と、日常生活を脅かす出
来事が続く昨今です。産業遺産学会も昨年度に引き続き、2022年度総会を書面で開催し、
研究発表会もリモート開催としました。 
新型コロナ感染症対策として書面総会とさせていただいたことは、会員のみなさまに旧

年度の総括と監査、新年度の方針をお伝えすることができ、すべての会員の判断や意見を
いただくことができる点でより民主的な方法であったと考えます。また研究発表会のリモ
ート方式による開催も、より多くのみなさまにご参加いただけることになり、一定の評価
に値するものだと考えています。 
さて、研究発表会は４名の会員にそれぞれ１題ずつご発表をいただきます。このうちの

１題は、お申し込みいただいた２題を統合したうえで、時間に余裕を持たせて発表いただ
きます。この研究発表会が、発表者の普段の研究成果の顕彰になり、お聞きいただくみな
さまの視点を広げる一助となり、研究活動、啓蒙活動、保存活動の後押しになることを祈
念しつつ、あいさつに代えさせていただきます。 
 
 

2022年７月 
 

産業遺産学会 
会長 横山悦生 

 
 

産業考古学会の創立当初は、保存すること自体が大きな目標でしたが、いまや産業遺産を

いかに利活用するか、その方法論も求められています。具体的には計画論や設計論、運営・

管理論、マーケット論などの学問と連動した産業遺産研究です。もちろん現実には、保存問

題もあちこちで起きています。産業遺産の保存運動を支援する学会創立当初の理念は、他の

学会にはみられない精神です。これを大切にすることに、変りはありません。 
ここ数年、学会では「社会に対する発信力」「学会活動の見える化」活動を強化してきま

した。学会誌の充実、ホームページの刷新、功労者・推薦産業遺産の発掘、また銘鈑製作な

どです。今後ともより一層の努力を重ねて参ります。 
今日の産業遺産学会の力量では、上記のすべての領域に同質均等なレベルで研究や実態

面で対応することは不可能ですが、研究面では「新領域」などの分野をつくり、また実態面

では多くの人たちの英知を結集して、あたらしい課題や問題について果敢に挑戦していき

たいと思います。これがうまくいくか否かは、学会員みなさまの協力が必要であるとともに、

さらなる学会の発展を期待するものです。これらの学会活動を通じて、よりよい社会を構築

しようではありませんか。 
 

伊東 孝 
産業遺産情報センター研究主幹、日本 ICOMOS国内委員会

「技術遺産小委員会」主査、産業遺産学会(元会長） 
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産業遺産学会の 要

はじめに これまでの産業遺産研究の 化と発展

2020 ( ) 年 4月、産業考古学会は、産業遺産学会と しました。

1977 ( 52) 年 2月に産業考古学会が創立された当 は、産業遺産に対する社会の

が く、多くの産業遺産は みられることもなく していきました。

その後、1990年には 化 が 化遺産総 査を し、1992年には が国も 遺

産 を 、1994年には 遺産委員会から ー ル・ ト ジー 式 「

遺産一 表に る不均 の 表 ・信 の 保のための ー ル・ ト

ジー」）が発表され、産業遺産に対する国 的な が集まるようになりました。

この 、産業遺産研究の 化・発展には、大きなものがあります。2003年 15）の
TICCIH国 会 では、 ジ ー・タジール が され、 の産業遺産 でなく、

の産業遺産も大切であると をならしました。あ せて重要な産業遺産については、

に して、保 ・保 されるとともに利活用なされるべきであると しまし

た。 築や都 計画と同 、産業遺産の保 ・保 そして利活用も、 の精神に

くことを した画期的な でした。

これによ て 築や都 計画の の集まりである ICOMOS との共通 が さ

れ、2011年 23）の ICOMOS-TICCIHの共同 と結 つきます。

すでに ー ル・ ト ジーでも れられていたことですが、いまや遺産研究や対

は、 化の多 を する いから、 築や都 計画、産業遺産を えて、あら る

や分野に んでいます。

ICOMOSは、 化遺産の や を 遺産委員会に 問する NGO であり、

TICCHは産業遺産に する ICOMOSの にな ています。 では、ICOMOS内
に産業遺産の国 学委員会を設立する もなされています。

化遺産は、 を対 にしていますが、TICCIHが対 とする は、 した

ように ・ のすべての です。

産業遺産学会がめ すもの

産業考古学会から産業遺産学会 の を に、 なる 変 ではなく、学会自体もこ

の の産業遺産研究の 化・発展を させたいと思います。

産業遺産研究の対 は、 り しになりますが、産業に る ・ のすべての

です。ICOMOSでは 国に「20 遺産 20 」の をうながし、 遺産「

日本の産業 遺産」では、現 の 産までも対 にしました。また「築 50年」を
化 の目 にしていた 化 も、 現 の 査研究を こない、 査対 には 2018
年 30）の も まれています。古いものからあたらしい まで、 の も

なくな たとい てよいのです。

また研究方法論は、いまや遺 や AI、量 ン ータの に しています。

方法論の 化は今後も きます。研究方法は、 の内 を理 するのに も した 査・

方法を すれ よいのです。
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